
　聖書「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、
それから、終りの日が来ます。」マタイ２４：１４

　神の摂理と先輩の先生方のご理解の中で１９６６年のベルリン世界宣教会議から、
２０１０年のケープタウンでのローザンヌ世界宣教会議まで、すべての宣教会議に連続
４回とも出席が許され、宣教の全分野で研鑽を積む事ができました。これはわたしの
視野を広げ、新しい挑戦となりました。今回その事柄をお分ちさせていただきます。

全福音
　１９６６年、世界宣教会議がベルリンで開かれました。主題は、「一つの民族、一つの
福音、一つの使命」でした。徹底的に「福音」とは何かを神学的、哲学的、そして聖書
的に追求し、引き出した結論は、「キリストの十字架によるたましいの救い」でした。福
音派だけの会議でした。
　１９７４年、スイスのローザンヌでは、主題が、「全世界に神の声を聞かしめよ」で、
宣教の効果的な方法論が検討されました。同時に「福音の社会的適用」が福音の理解
に追加されました。この時にはペンテコステ・カリスマ派がオブザーバーで参加されました。

全教会
　１９８９年、マニラでの会議では、「全福音を、全教会で、全世界に」が掲げられ、「福音」
はたましいの救いから、社会的適用、内的いやし、肉体の癒し、悪霊の解放、奇跡、し
るしのすべてを含んで、フルゴスペルと呼ばれました。正式代議員はペンテコステ・カリスマ・
福音派から網羅され、動員されました。キリストにあって世界に一つの教会である事が宣
言されました。教会の悔い改め、謙遜、誠実が求められました。

全世界
　２０１０年、ケープタウンでは、「全福音を、全教会で、全世界に」を徹底しよう！が強
調されました。多元化した世界に、キリストの独自性の真理をもたらす事、分断され破壊
された世界にキリストの平和と和解をもたらす苦しみの神学の樹立、他の宗教を持つ人々
への愛の証しを徹底する事が強調されました。

終っていない使命を果たすために
　キリストのみ旨にかなう優先順位に従い、心身障害者、危機にある女性、子供たち、
青年層、ディアスポラ、難民、移民、環境問題他、課題は多いのです。まさに全福音を、
全教会で、全世界に満たしましょう。

　教会と宣教団体の一層の理解と協力が、この日本において推進されますように祈る
者です。
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伝団協 加盟団体の
近況・祈りの課題

■アジアン アクセス
（１）関東地区の牧師研修は、祝福の内に卒業を迎えま

した。学ばれた先生方の歩みのためにお祈りくださ
い。西日本東海地区の研修は2年目を迎えます。

（２）東日本大震災の被災地支援と宣教の働きを進めて
いる宮城宣教ネットワークのために

（３）牧師の励ましあいのためのネットワークのために（南
関東、大宮、京都<準備中>）

■いのちのことば社
 1月23日～ 2月3日迄、被災地ホールや仮説住宅等

を巡回する星野富弘詩画展を行いました。被災された
方々への慰め、励ましとなり、福音の種まきが実を
結びますように。

■クリスチャン文書伝道団
・文書伝道の働きが厳しくなってきています。神様の守り

と祝福があり、働き人ひとりひとりが祝され、良き知恵
と力ももって働きをすることができますように。

・イースターセールが祝されますように。
・消費税増税前に、準備を整えることができますように。
・働き人の高齢化があります。健康が支えられ、世代

交代がすすめられますように。

■高校生聖書伝道協会（hi-b.a.）
・新年度に向けてさまざまな準備を行っています。主の

御旨に従いつつ、正しい判断を成していくことができる
ように。

・救われ、霊的に成長する高校生がさらに起こされるよう
に、そのために働きが用いられるようにさい。

■新生宣教団
・迫害下にある兄弟姉妹達の教会生活の歩みが守られ

ますように
・一人でも多くの方の手元に聖書が届きますように。
・印刷機のメンテナンスなどが整いスムースに印刷が行われ

ますように。

■全日本リバイバルミッション
　関西リバイバルミッションの祝福のためにお祈り下さい。
 魂の救いを目的とした純粋な伝道会を開催します。

多くの方がイエス・キリストを救い主として信じ受け
入れることができますようにお祈り下さい。

　●８月22日(金) ～ 23日(土)
　　あましんアルカイクホール・オクト
　●８月29日(金) ～ 30日(土)
　　堺市教育文化センター ソフィア・堺ホール
　●９月５日(金) ～６日(土)
　　八尾市文化会館プリズムホール・大ホール

■総動員伝道
１、３月４日、４月１日、５月１３日　「スポーツと福音」

　講習会
２、４月２７日 首都圏イースターのつどい
３、４月２９日 Ｊパッション
４、７月５日 伝道団体連絡協議会のフェスティバル
５、８月４日～８日　松江市でのトラクト配布伝道
６、９月８日～１２日、２９日～１０月３日
  ＷＷＪ　奥州街道歩いて伝道
日本宣教のために企画した諸活動のために。

■太平洋放送協会（ＰＢＡ）
・ ラジオ「世の光」、テレビ「ライフ・ライン」が用いられ、

教会につながる人が起こされますように。
・ 聖書朗読ＣＤ「ちいさなかごに」、イースターCD「希望は

ここに」、講演 DVD「伝道説教セミナー」が用いられます
ように。

・ ４月発行の「世の光」「ライフ・ライン」バイブルメッセージ
集が祝されますように。

■小さないのちを守る会
 生命倫理を無視して急速に発達する医療科学技術が、

出生前診断を可能にし、そして診断という名目で、
いのちの始まりである胎児が、中絶という重大な危機に
直面しています。出生前診断から胎児が守られるよう
にお祈りください。

■日本聖書協会
・聖書の新翻訳事業が祝されますように。
・耳の不自由な方のための「手話訳聖書ＤＶＤ」が一日も

早く全巻完成され、用いられますように。

■ハーベスト・タイム・ミニストリーズ
・ 再 臨 待 望 聖 会 を 沖 縄（3/1）、名古屋（3/8）、札幌

（3/15）、大阪（3/19）、東京（3/21）で開催します。
お祈りください。

・ 本年度の聖書塾生を熊本（春）と東京（秋）で募集して
います。次世代リーダーのためにお祈りください。

NEWS FLASH

日時：2014年4月25日（金）14時～16時
場所：お茶の水クリスチャン・センター307号室

下記の通り、
伝道団体連絡協議会 年次総会を開催いたします。

お知らせ
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伝道団体連絡協議会
賛美と祈りの集い（新年会） 報告
１．日　時：2014年１月24日（金）　15:00 ～ 16:30
２．場　所：お茶の水クリスチャン・センター 614号室　（総伝事務所）
３．伝道団体連絡協議会出席者（敬称略）
 姫井雅夫（総動員伝道）、有江健、福地麻美（日本国際飢餓対策機構）、

赤松清（新生宣教団）、辻岡健象（小さないのちを守る会）、高田篤美、
入路久美子（ブリッジス・フォー・ピース）、加藤太郎（日本聖書協会）
６団体８名、一般３名、合計11名　　

４．内容
 ① 第1部　礼拝
 司会：加藤氏、奏楽：赤松氏、奨励：姫井会長、閉会祈祷：辻岡氏
 ② 第2部　懇親会
 各団体の新年度の抱負、自己紹介

５．内容の経過
 ①について
 開会祈祷の後、聖歌480「輝く日を仰ぐとき」、聖歌229「驚くばかりの」、

讃美歌Ⅱ191「主のまことはくしきかな」を全員で賛美をしました。姫井会長
による奨励〈ピリピ3章13 ～ 16節〉「目標を目指して一心に」パウロは
後ろのものを忘れる事。前のものに向かって進む事。しかも神の栄冠を
得るために目標を目指して一心に走ることを語っています。この新しい年も
私たち伝道団体は祈り合い、励まし合い、神の栄冠を得るために各々の
団体のタラントを活かし励んでいきましょうとのメッセージが語られました。

 ②について
 お茶とお菓子をいただきながら各団体の新年の抱負、自己紹介、参加者

の交流が行われました。

イスラエルは決して豊かな国ではありません。毎年数千人単位で世界中から帰還
するユダヤ人移民を抱え、日本以上の物価高のために、4 人に 1 人が食べるのに
事欠くという生活を送っています。度重なるテロや戦争に国家経済を圧迫され、
多くの人々が、明日のパンに困るという生活苦にあえいでいます。BFP（ブリッジス・
フォー・ピース）は、こうしたイスラエル現地の貧しいユダヤ人とアラブ人に、物
資支援を行うことで、霊肉の救いに努めています。月刊誌『オリーブライフ』発行、
イスラエルツアー企画催行、書籍発行、教会単位でのハイナイト（祈りのプログ
ラム）、東日本大震災への支援を行い、日本のリバイバルを願い活動中。 エルサレムフードバンクのボランティア

３つの活動目的
① イスラエルとクリスチャンの和解
 過去 1700 年の歴史を通してキリスト教国から受けた深い傷を持つユダヤ人とクリスチャンの和解に取り組んでいます。
② イスラエルと日本の救い
 イスラエルの回復と日本の救いのために、支援と祈りの輪を広げています。
③ 主が再び来られる日を覚える
 聖書に基づいて、イスラエルと神のご計画を分かりやすくお伝えしています。

伝団協　加盟団体の紹介

ユダヤ人の心を癒やす平和の架け橋

B.F.P.Japan
（ブリッジス・フォー・ピース）

特定非営利活動法人

　1978 年に音楽業界から救われた小坂忠、高叡華夫妻を中心に設立されたクリスチャンレーベル＆ミニストリー。皆様のお祈りと
ご支援にささえられて、この日本発の賛美のはたらきは、昨年 2013 年に設立 35 周年を迎えることができました。 
　これまでにクラシック、ＣＣＭ（コンテンポラリー･クリスチャン･ミュージッ ク）、プレイズ＆ワーシップ、楽譜、キッズ、ゴスペル
クワイヤ等、様々なジャンルの アルバムを200タイトル以上リリースすると共に、伝道コンサートや ミュージックセミナー、ワーシッ
プ集会で音楽奉仕者の育成にも力を注いで来ました。幅広い活動を通して、ジェリコジャパ ン、マーチフォージーザスなどキリス
ト教界に新しいムーブメントを絶えず送り続けています。日本プロテスタント宣教 150 周年記念大会ではミクタムの制作を担ってい
る高　叡華が企画委員長に選ばれその重責を果たしました。ミクタムの活動理念は「新しい歌を主に向かって歌え（詩篇 33:3）」
の聖句を柱に、理念と使命に応じたミッションを老若男女、国内外に拡げています。 礼拝賛美がさらに豊かにされるようにとの願
いで制作し、普及に努めてきた「ワーシップ賛美」はすでに300曲を超え、今や日本のスタンダードとなり「あらゆる世代が共に歌える」
賛美として教派を越えて、多くの教会で最も用いられている作品です。これからもこれまで以上に賛美の働きを発信し続け、日本
のリバイバルのために仕えていきたいと願っています。 　

伝団協　加盟団体の紹介
〒160-0001　東京都新宿区片町1-2　ダイアビル4F
TEL.03-3358-0891　FAX.03-3358-5218
www.michtam.comミクタムレコード株式会社

〒130-0012　東京都墨田区太平4-13-2　太平サクラビル5F
TEL:03-5637-5333　FAX:03-5637-5331
E-mail bfp@bfpj.org   URL http://www.bfpj.org

　１月１３～１５日の３日間、断食祈祷聖会（断食祈祷聖会実行委
員会主催）が、新大久保駅近くの東京中央教会で開催されました。
伝道団体連絡協議会加盟諸団体はこの聖会に協力しました。
　１日目は日本宣教をテーマに、伝道を阻めている要素、若者を得
る必要性。２日目は世界宣教。これは教会に祝福をもたらす要素で
もあります。３日目は地方教会の抱えている課題、しのびよる異端。
　大切な課題に就いて講演を伺い、心をこめて祈りました。３日間
だけでなく、祈りを継続してもらいたいと願います。

〈第16回〉断食祈祷聖会2014　報告
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伝団協　加盟団体の紹介
〒160-0001　東京都新宿区片町1-2　ダイアビル4F
TEL.03-3358-0891　FAX.03-3358-5218
www.michtam.comミクタムレコード株式会社

〒130-0012　東京都墨田区太平4-13-2　太平サクラビル5F
TEL:03-5637-5333　FAX:03-5637-5331
E-mail bfp@bfpj.org   URL http://www.bfpj.org

　１月１３～１５日の３日間、断食祈祷聖会（断食祈祷聖会実行委
員会主催）が、新大久保駅近くの東京中央教会で開催されました。
伝道団体連絡協議会加盟諸団体はこの聖会に協力しました。
　１日目は日本宣教をテーマに、伝道を阻めている要素、若者を得
る必要性。２日目は世界宣教。これは教会に祝福をもたらす要素で
もあります。３日目は地方教会の抱えている課題、しのびよる異端。
　大切な課題に就いて講演を伺い、心をこめて祈りました。３日間
だけでなく、祈りを継続してもらいたいと願います。

〈第16回〉断食祈祷聖会2014　報告



　聖書「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、
それから、終りの日が来ます。」マタイ２４：１４

　神の摂理と先輩の先生方のご理解の中で１９６６年のベルリン世界宣教会議から、
２０１０年のケープタウンでのローザンヌ世界宣教会議まで、すべての宣教会議に連続
４回とも出席が許され、宣教の全分野で研鑽を積む事ができました。これはわたしの
視野を広げ、新しい挑戦となりました。今回その事柄をお分ちさせていただきます。

全福音
　１９６６年、世界宣教会議がベルリンで開かれました。主題は、「一つの民族、一つの
福音、一つの使命」でした。徹底的に「福音」とは何かを神学的、哲学的、そして聖書
的に追求し、引き出した結論は、「キリストの十字架によるたましいの救い」でした。福
音派だけの会議でした。
　１９７４年、スイスのローザンヌでは、主題が、「全世界に神の声を聞かしめよ」で、
宣教の効果的な方法論が検討されました。同時に「福音の社会的適用」が福音の理解
に追加されました。この時にはペンテコステ・カリスマ派がオブザーバーで参加されました。

全教会
　１９８９年、マニラでの会議では、「全福音を、全教会で、全世界に」が掲げられ、「福音」
はたましいの救いから、社会的適用、内的いやし、肉体の癒し、悪霊の解放、奇跡、し
るしのすべてを含んで、フルゴスペルと呼ばれました。正式代議員はペンテコステ・カリスマ・
福音派から網羅され、動員されました。キリストにあって世界に一つの教会である事が宣
言されました。教会の悔い改め、謙遜、誠実が求められました。

全世界
　２０１０年、ケープタウンでは、「全福音を、全教会で、全世界に」を徹底しよう！が強
調されました。多元化した世界に、キリストの独自性の真理をもたらす事、分断され破壊
された世界にキリストの平和と和解をもたらす苦しみの神学の樹立、他の宗教を持つ人々
への愛の証しを徹底する事が強調されました。

終っていない使命を果たすために
　キリストのみ旨にかなう優先順位に従い、心身障害者、危機にある女性、子供たち、
青年層、ディアスポラ、難民、移民、環境問題他、課題は多いのです。まさに全福音を、
全教会で、全世界に満たしましょう。

　教会と宣教団体の一層の理解と協力が、この日本において推進されますように祈る
者です。

「
全
福
音
を
、全
教
会
で
、

全
世
界
に
宣
証
す
る
」を

徹
底
し
よ
う

全日本リバイバルミッシヨン代表
アジアンアクセス・ジャパン理事長
リバイバル聖書神学校・名誉校長　
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伝団協 加盟団体の
近況・祈りの課題
伝団協 加盟団体の
近況・祈りの課題

■アジアン アクセス
（１）関東地区の牧師研修は、祝福の内に卒業を迎えま

した。学ばれた先生方の歩みのためにお祈りくださ
い。西日本東海地区の研修は2年目を迎えます。

（２）東日本大震災の被災地支援と宣教の働きを進めて
いる宮城宣教ネットワークのために

（３）牧師の励ましあいのためのネットワークのために（南
関東、大宮、京都<準備中>）

■いのちのことば社
 1月23日～ 2月3日迄、被災地ホールや仮説住宅等

を巡回する星野富弘詩画展を行いました。被災された
方々への慰め、励ましとなり、福音の種まきが実を
結びますように。

■クリスチャン文書伝道団
・文書伝道の働きが厳しくなってきています。神様の守り

と祝福があり、働き人ひとりひとりが祝され、良き知恵
と力ももって働きをすることができますように。

・イースターセールが祝されますように。
・消費税増税前に、準備を整えることができますように。
・働き人の高齢化があります。健康が支えられ、世代

交代がすすめられますように。

■高校生聖書伝道協会（hi-b.a.）
・新年度に向けてさまざまな準備を行っています。主の

御旨に従いつつ、正しい判断を成していくことができる
ように。

・救われ、霊的に成長する高校生がさらに起こされるよう
に、そのために働きが用いられるようにさい。

■新生宣教団
・迫害下にある兄弟姉妹達の教会生活の歩みが守られ

ますように
・一人でも多くの方の手元に聖書が届きますように。
・印刷機のメンテナンスなどが整いスムースに印刷が行われ

ますように。

■全日本リバイバルミッション
　関西リバイバルミッションの祝福のためにお祈り下さい。
 魂の救いを目的とした純粋な伝道会を開催します。

多くの方がイエス・キリストを救い主として信じ受け
入れることができますようにお祈り下さい。

　●８月22日(金) ～ 23日(土)
　　あましんアルカイクホール・オクト
　●８月29日(金) ～ 30日(土)
　　堺市教育文化センター ソフィア・堺ホール
　●９月５日(金) ～６日(土)
　　八尾市文化会館プリズムホール・大ホール

■総動員伝道
１、３月４日、４月１日、５月１３日　「スポーツと福音」

　講習会
２、４月２７日 首都圏イースターのつどい
３、４月２９日 Ｊパッション
４、７月５日 伝道団体連絡協議会のフェスティバル
５、８月４日～８日　松江市でのトラクト配布伝道
６、９月８日～１２日、２９日～１０月３日
  ＷＷＪ　奥州街道歩いて伝道
日本宣教のために企画した諸活動のために。

■太平洋放送協会（ＰＢＡ）
・ ラジオ「世の光」、テレビ「ライフ・ライン」が用いられ、

教会につながる人が起こされますように。
・ 聖書朗読ＣＤ「ちいさなかごに」、イースターCD「希望は

ここに」、講演 DVD「伝道説教セミナー」が用いられます
ように。

・ ４月発行の「世の光」「ライフ・ライン」バイブルメッセージ
集が祝されますように。

■小さないのちを守る会
 生命倫理を無視して急速に発達する医療科学技術が、

出生前診断を可能にし、そして診断という名目で、
いのちの始まりである胎児が、中絶という重大な危機に
直面しています。出生前診断から胎児が守られるよう
にお祈りください。

■日本聖書協会
・聖書の新翻訳事業が祝されますように。
・耳の不自由な方のための「手話訳聖書ＤＶＤ」が一日も

早く全巻完成され、用いられますように。

■ハーベスト・タイム・ミニストリーズ
・ 再 臨 待 望 聖 会 を 沖 縄（3/1）、名古屋（3/8）、札幌

（3/15）、大阪（3/19）、東京（3/21）で開催します。
お祈りください。

・ 本年度の聖書塾生を熊本（春）と東京（秋）で募集して
います。次世代リーダーのためにお祈りください。

NEWS FLASH

日時：2014年4月25日（金）14時～16時
場所：お茶の水クリスチャン・センター307号室

下記の通り、
伝道団体連絡協議会 年次総会を開催いたします。

お知らせ


